
Agora.io SDK使用許諾契約書 
 
本使用許諾契約書（“契約”）は Agora, Inc.（“Agora”）が所有するソフトウェアプラットフォームと相互に作用するアプリケ
ーションをカスタマーが開発することを可能にする、ソフトウェアデベロップメントキット、関連するツール及び書類

（“SDK”）をカスタマーが使用することについての条件を定めるものである。本契約は、株式会社ブイキューブ（“V-cube”）
と SDKをダウンロードして使用する者（“カスタマー”）間で締結されるものであり、当事者らは以下の通り合意する。カス
タマーが株式会社その他の法人を代表して本契約の申込をする場合、カスタマーは、本契約を締結する全ての権限を授権さ

れているものとみなされます。なお、カスタマーが Agora との契約を別途締結している、もしくは今後締結する場合でも、
本契約がそれらの Agoraとの契約に優先して適用されるものとする。 
 
1 定義。本契約の本文で定義されているこれら用語に加え、以下の太字で示されている用語は以下の意味を有する。 

1.1 “Agora サービス”とは、Agora の所有するリアルタイムコミュニケーション技術を意味し、Agora の API を使
用することにより、カスタマーはリアルタイムコミュニケーション機能を自らのモバイルアプリケーションやウェ

ブサービスに含めることが可能になる。 
1.2 “API”とは、アプリケーションプログラミングインターフェイスを意味する。 
1.3 “アプリケーション”又は“App”とは、SDKを使用してカスタマーが開発するアプリケーションを意味する。 
1.4 “秘密情報”とは、いずれかの当事者から他の当事者に提供され、秘密であると認識される、又は、開示の状況に

おける情報の性質を考慮し、合理的に秘密にすべきであるとみなされる非公開情報であり、技術データ、製品計画、

顧客、ユーザー、及び財務情報が含まれるが、これらに限定されない。秘密情報には SDKと本契約の条件が含ま
れるものとする。 

1.5 “V-cubeパートナー”とは、V-cubeから本サービスの提供に関するパートナーとして認定された法人を意味しま
す。 

1.6 “SDKの変更”とは、SDKに含まれるサンプルコードに対してカスタマーが行う変更のことを意味する。 
1.7 “使用データ”とは、カスタマーの SDK使用に関連して Agora、V-cube及び V-cubeパートナーが収集する情報、

分析、及びデータを意味し、例えば、何度 SDKがダウンロードされたか、エラー報告情報、並びに Agora、V-cube
及び V-cubeパートナーが Agoraサービスを向上させる等のために収集する情報が含まれる。 

1.8  “契約有効日”とは、V-cubeの所定の申込書によって、カスタマーが Agoraサービスを申し込んだ日とする。 
 

2 SDK。 
2.1 カスタマーへのライセンス。本契約の条件をカスタマーが遵守することを条件に、本契約期間中、Agoraはカスタ

マーに対して、非独占で、譲渡不可である以下のライセンスを許諾する。(a)カスタマーのアプリケーションが Agora
のサービスにアクセス可能にするというだけの目的のために SDKで特定されるオブジェクトコードライブラリー、
API、及びドキュメントを使用すること、(b) アプリケーションを開発するために必要な範囲で SDK内で含まれる
サンプルコードを変更すること。 

2.2 制限。カスタマーは、以下の各号を行わないものとする。(a) SDKの著作権、商標、又は Agoraやそのライセンサ
ーの他の所有権通知への修正又は削除、(b) SDK へのリバースエンジニアリング、逆コンパイル、逆アセンブル、
又は不正な改ざん（本号に定める制限が適用される法令により禁止されている場合を除く）、(c) SDK で特定され
ている API、SDK 中のオブジェクトコードライブラリーへの変更(d) 使用した SDK の全て、又は API のカスタ
マーのアプリケーションへの統合に関する Agora又はその関連会社に対する知財侵害請求上の主張（又は、認可、
補助、又は第三者もって主張させること）。Agoraによる事前の書面承諾がある場合を除き、カスタマーは SDKド
キュメントの記載範囲の他に、Agora APIを使用しないものとする。 

2.3 知的財産権。本契約は(a) 2.1項で認められている範囲及び方法での SDKの使用の他に、カスタマーに対して（明
示的であるか暗示的であるか、若しくは禁反言かそれ以外かに関わらず）Agoraの知的財産権に基づくいかなる権
利若しくはライセンスを提供するわけではなく、(b) Agora が製品やサービスを開発する、作成する、使用する、
入手する、保護する、及び/又は、市場において商品化する権利を妨げない。Agoraはカスタマーに対して明示的に
許諾していないすべての権利を留保する。 

2.4 SDKに対する変更。SDKや適用可能な OSSに含まれるサンプルコードを除き、カスタマーは SDKに対して何等
の変更もしてはならない。カスタマーと Agora の間において、Agora の SDK 所有権の下で、カスタマーは SDK
の変更版を所持するものとする。 

2.5 変更。Agoraは、カスタマーアプリケーションのアップデートを要求する可能性のある SDKに対する変更につい
て、カスタマーに対する合理的な事前の通知に基づき、いつにても、何等の責任を負うことなく、SDK と Agora
サービスの特徴と機能を変更する権利を有するものとする。当該変更には API を使用不可にすること、若しくは
API呼び出しへの制限を含むが、これに限定されない。もしカスタマーが当該変更に同意しない場合、カスタマー
が採り得る唯一の行為は SDKの使用を中止し、本契約を終結させることである。 

2.6 制限。カスタマーは、通信の傍受、監視及び記録、VoIP機能の承認、プライバシー及びデータ保護、公然陳列又は
興行並びに輸出及び再輸出に関して適用される法規制を含む全ての国内及び国外の法律又は規制に違反しない場

合に限り、Agoraサービスを利用することができるものとする。 
 

3 使用データ。使用データにつき、Agora、V-cube及び V-cubeパートナーはすべての権利、所有権及び利益を所有し、保
持する。カスタマーが SDK を使用することにより生じる使用データを Agora、V-cube 及び V-cube パートナーが収集
する可能性があり、そのような使用データをいかなる目的であれ、集合的に、匿名の方法で使用することをカスタマー

は承知し、同意するものとする。 
 



4 SDKの開発及び配布。 
4.1 ガイドライン。カスタマーは、SDKの使用にあたり、(a) 適用される法律、規則、規制を遵守するものとする、(b) 

Agoraサービス、又は、他の Agoraソフトウェアやサービスにアクセスし、変更し、削除し、損害を与え、又は使
用不能にさせてはならない、(c) Agoraサービス、又は、他の Agoraソフトウェアやサービスを中断させ、干渉し、
不正な方法でアクセスしてはならない。 

4.2 アクセス。以下の場合、Agora、V-cube 及び V-cube パートナーは、SDK や Agora サービスへのアクセスを自ら
の合理的な裁量でいつでも一時中止させることができる。(a) カスタマーが本契約の条項に違反した場合、(b) カ
スタマーによる SDKの使用が安全上のリスクを引き起こす場合(c) カスタマーの SDKの使用が、Agora、V-cube、
V-cubeパートナー、若しくは第三者の権利に抵触し、これらを悪用し、侵害する場合、(d) カスタマーによる SDK
の使用が、例えば、分散型サービス妨害（DDoS）攻撃による、Agoraサービスの使用不能な事態を引き起こす場
合。 
 

5 ID。V-cube又は V-cubeパートナーが Agoraサービスに関してカスタマーに発行する ID（“ID”）について、カスタマ
ーは、IDが不正に利用されないよう、適切に管理するものとする。又、カスタマーは、Agoraサービスのパスワードを
定期的に変更する、又は他人から類推されにくい文字列をパスワードとするなど、不正に利用されないよう十分な注意

を払い、適切に管理するものとする。カスタマーは、IDが不正に使用されている、又は不正に使用される可能性がある
ことを認識した場合、直ちに V-cube又は V-cubeパートナーに連絡し、V-cube又は V-cubeパートナーの指示に従うも
のとする。V-cube又は V-cubeパートナーから IDの発行を受けたカスタマーは、自己に発行された IDにより Agoraサ
ービスを利用するユーザーその他の者に、本契約を遵守させるものとする。カスタマーに対して発行された IDにより、
Agora サービスを利用する者の行為は、全て当該カスタマーの行為とみなされるものとする。Agora、V-cube 及び V-
cube パートナーは、ID の不正利用によりカスタマーに発生したいかなる損害についても、一切の責任を負わないもの
とする。 
 

6 サポート。 
6.1 カスタマーによるエンドユーザーへのサポート。カスタマーは、カスタマーのエンドユーザーに対する、カスタマ

ーのアプリケーションに関する直接的な技術サポート（一次サポート）を行う責任を有する。カスタマーによるサ

ポートの責務は、製品の使用に関する質問への回答、問題の診断、及び問題への解決策の提供への商取引上の合理

的な努力を含むがこれに限定されない。又、カスタマーのみが、返答や解決を含むサポートに関するエンドユーザ

ーとの全てのコミュニケーションを統括する責任を持つ。 
6.2 サポートの要求。サポートを要求し、チケットを起票するには、カスタマーは V-cube又は V-cubeパートナーが指

定するチケットシステムによって V-cube又は V-cubeパートナーに連絡しなければならない。カスタマーは、厳正
な調査を行い以下のいずれかの内容を確信した後にのみ、V-cube又は V-cubeパートナーにサポートを要求するも
のとする。 

i. 問題が Agoraサービス及び/又は Agoraソフトウェアのバグに関連していること。 
ii. 問題がカスタマーに提供されているドキュメントに記載されていないAgoraサービス及び/又はAgora

ソフトウェアの専門的な製品知識を必要とすること。 
iii. 問題が解決策の裏付けとしてその問題の端緒を特定するためにカスタマーと Agora、V-cube 又は V-

cubeパートナーとの共同調査を必要とすること。 
V-cube又は V-cubeパートナーにサポートを要求する際に、カスタマーは V-cube又は V-cubeパートナーが問題を
再現するために十分な情報を提供しなければならず、最低限以下の内容を含めなければならない。 

i. 問題の説明。 
ii. カスタマーの端末と OSのバージョン。 

iii. 利用している Agora iOS SDKのバージョン。 
iv. 問題のあったセッション IDとトークン。 
v. この問題が発生した頻度。 

vi. 利用している通信の種類（例えば、3G、LTE、企業内WiFi、公衆WiFi、家庭用WiFiなど）。 
vii. この問題が発生した際に使用できた帯域。 

viii. 問題を再現するための手順と想定される結果。 
ix. 問題のスクリーンショット（取得可能な場合）。 
x. クラッシュしている場合は、ログ又は全てのバックトレースのコピー。 

xi. Agora API が正しく実装されていることを検証するのに必要なカスタマーのアプリケーションに関連
する情報。 
 

7 料金。 
7.1 料金内容。カスタマーは V-cube又は V-cubeパートナーに対して、V-cube又は V-cubeパートナーが提示する見積

りに基づき料金を支払うものとする。料金には、初期費用と利用料があり、利用料には固定料金と従量課金料金が

ある。料金は、本契約の始期及び終期にかかわらず、本契約で明示的に規定する場合を除き、日割計算されない。

料金は、本契約で明示的に規定する場合を除き、返金されないものとする。料金は、V-cube又は V-cubeパートナ
ーが提示する見積りで指定される通貨で支払われるものとする。 

7.2 従量課金。従量課金料金は、利用時間 1分単位で発生する。１ヶ月の総利用時間ごとに、1分未満の利用時間は 1
分に切り上げるものとする。但し、V-cube又は V-cubeパートナーとカスタマーが別途書面にて従量課金単位につ
いて合意した場合には、この限りではない。 
 



7.3 課金開始。料金は、V-cube又は V-cubeパートナーが指定した利用開始日より発生する。但し、V-cube又は V-cube
パートナーとカスタマーが別途書面にて課金開始日について合意した場合には、この限りではない。 

7.4 支払い期限。カスタマーは料金を次の支払期限までに支払うものとする。但し、V-cube又は V-cubeパートナーと
カスタマーが別途書面にて支払期限について合意した場合には、この限りではない。 

i. 初期費用：利用開始日を含む月の翌月末日とする。 
ii. 固定料金：当月分の固定料金につき、翌月末日とする。 

iii. 従量課金料金：当月分の従量課金料金につき、翌々月末日とする。 
7.5 支払い方法。本サービスの初期費用及び利用料金の支払方法は、契約時に指定する次のいずれかとする。カスタマ

ーへの通知に基づき、支払い手続き費用の導入を含む支払い方法を変更する権利を V-cubeは留保している。 
i. V-cube 又は V-cube パートナーが指定する金融機関口座への振込による方法：振込手数料は、カスタ

マーの負担とする。振込期限が金融機関の休業日にあたる場合、前営業日までに振込むものとする。 
ii. カスタマーが指定した金融機関口座からの自動引落による方法：引落手数料は、V-cube又は V-cubeパ

ートナーの負担とする。当該自動引落日が金融機関の休業日にあたる場合、翌営業日に引落されるも

のとする。なお、初回の支払時までに自動引落の手続が完了しない場合、初回の支払については、 V-
cube又は V-cubeパートナーが指定する金融機関口座への振込を依頼することがある。 

7.6 支払いの遅延。期限までに支払われない金額残高につき、月利で未払い額の 1.5%に相当する利息、又は、準拠法
による商事法定利率を比較して、いずれか低いものに従い、本来の支払期限の日から、支払われる日まで日々複利

で計算される。期限到来時の未払金額を回収するために V-cube又は V-cubeパートナーに生じた費用や経費（合理
的な弁護士費用を含むがこれに限定されない）をカスタマーは補償するものとする。本契約に基づきカスタマーか

ら支払われるべき金額は、いかなる理由であれ、カスタマーが支払うべき金額によって、控除若しくは、相殺され

ない。 
7.7 税金。本契約の料金は、公租公課、関税その他一切の政府の賦課金（国、地方又は外国の政府機関から課される消

費税、付加価値税、売上税若しくは利用税又は源泉徴収税を含むがこれに限定されない）を含まず、カスタマーは

本契約に関するこれら全ての税金等を支払うものとする。 
 

8 フィードバック。カスタマーは V-cube及び V-cubeパートナーに対してフィードバック、コメント、又は提案（総称し
て、“フィードバック”という）を提供できるものとするが、これは義務ではない。V-cube及び V-cubeパートナーにフ
ィードバックを提供するにあたり、カスタマーは以下の内容に同意するものとする。(i) V-cube及び V-cubeパートナー
はカスタマーのフィードバックを検討し、考慮し、実行する義務を負わないものとする、(ii) フィードバックは機密と
しては扱われず、提供されるものとする(iii) いかなる目的であっても、制限なく、無償で、いかなる帰属もなしに、全
体であるかその一部であるか、原状有姿であるか変更されたものであるかに関わらず、フィードバックを含む商業的製

品やサービスの作成、使用、販売、販売の提供、輸入、販促を含み、フィードバック及びその派生物の使用、再生、変

更、分配、表示、実行を、カスタマーは取消の不可を条件として、V-cube及び V-cubeパートナー、並びにその承継者、
譲受人に対して期限の縛り及び制限もなく、許諾及び譲渡するものとする。 
 

9 期間と終結。 
9.1 期間。本契約は、その契約有効日、又は契約を更新した日を始期として、一年間（“契約期間”）継続する。上記契

約期間において、当該期間満了日の少なくとも 40 日前迄にいずれかの契約当事者が他の当事者に本契約を更新し
ない旨を書面で通知しない限り、本契約は、同条件にて自動的に更に契約期間と同じ期間更新されるものとする。

但し、V-cube又は V-cubeパートナーとカスタマーが別途書面にて契約期間について合意した場合には、この限り
ではない。 

9.2 重大な違反や債務不履行の通知。いずれかの当事者が本契約上の条項について、重大な違反や債務不履行を犯した

場合、他の当事者は違反した当事者に対して重大な違反や債務不履行の通知（重大な違反や債務不履行に関連する

事実の記載、重大な違反の対象となった本契約の条項、及び重大な違反や債務不履行を是正するために必要な行為

を含む）を提示することができ、違反した当事者が当該通知の受領後 30 日以内（又は、当該通知で特定され得る
いずれか遅い期日まで）に重大な違反や債務不履行を是正しない場合、違反なき当事者は本 9.2項に基づき、本契
約を終結させることができる。上記制限に関らず、カスタマーが期限通りに V-cube又は V-cubeパートナーに対し
て、本契約に基づき支払うべき金額を支払うことができなかった場合、それは本契約への重大な違反となるものと

する。 
9.3 支払不能による終結。他の当事者が、自発的に若しくは非自発的に破産の申し立てをした場合、又は、破産法に基

づき、債権者の権益に対する一般譲渡をしたり、求めたりする場合、或いは、その資産の実質的な部分に対する管

財人、受取人、管理人の指名に同意した場合、いずれの当事者も即時発効として、本契約を終結させることができ

る。本契約の終結の条件は以下の場合を含むが、それに限らない。 
i. 仮差押、仮処分、強制執行、競売申立、手形交換所の取引停止処分又は公租公課の滞納処分を受け、又

はこれらの申立、処分、通知を受けるべき事由が生じた場合、及びその他信用状態に著しい変更があっ

た場合。 
ii. 支払停止、支払不能若しくは債務超過の状態に陥り、又は法的手続であるか若しくは私的手続である

かを問わず、破産、再生、清算その他の倒産処理手続の申立を受け、又は自らこれらの申立をした場合。 
iii. Agora サービスの料金がお客様の利用態様に照らし経済合理性を欠くに至ったと V-cube 又は V-cube

パートナーが認める場合など、V-cube又は V-cubeパートナーが、お客様を不適格と判断した場合。 
9.4 終結の通知。本契約条項への違反ある当事者が、9.2 項に基づく通知で特定される重大な違反や債務不履行を上記

通知の受領後 30 日以内（又は、上記通知で特定され得るいずれか遅い日付まで）に是正できない場合、違反なき
当事者は違反ある当事者に対して本契約終結の書面通知を提示することにより、本契約を終結させることができる。 



9.5 終結の効果。本契約の終結により、(i) V-cube及び V-cubeパートナーは、カスタマーの SDKの使用を即時に使用
不能にすることができる、(ii) カスタマーは SDK の使用を即時に停止し、所持若しくはその管理下にあるその複
製物のすべてを削除するものとする。本項及び 2.2‐2.4、3、8‐17 の各条項は、本契約の終結後もなお存続する
ものとする。 

9.6 Agoraと V-cube間の契約終結による本契約の終結。カスタマーは、Agoraと V-cube間の販売代理店契約終結に伴
い、本契約が終結することに合意するものとする。 

9.7 終結による損害。Agora及び V-cube及び V-cubeパートナーは、本条の規定に基づく中断又は中止あるいは解除に
よりカスタマーに発生したいかなる損害についても、一切の責任を負わない。本条の規定にお客様が違反した事実

に基づき、V-cube又は V-cubeパートナーが本契約を解除したことにより Agora、V-cube又は V-cubeパートナー
に損害が発生した場合、V-cube及び V-cubeパートナーは、その損害の賠償をお客様に請求することができるもの
とする。 
 

10 機密保持。 
10.1 一般義務。各当事者は、(a) 秘密情報を厳格に機密として保持する、(b) 少なくとも受領当事者が自らの秘密や機

密情報を保護するのと同程度の注意をもって、秘密情報の機密性を保護する（但し、合理的な程度の注意を下回っ

てはならない）、(c) 秘密情報に対する、不正アクセス、使用、又は開示につき、直ちに開示当事者に通知する、(d) 
本 10.1項へのさらなる違反拡大を防止するため、開示当事者の取り組みに協力する。 

10.2 代表者への開示。10.1項の条項に加え、受領当事者は、受領当事者が知らせる必要がある従業員及び、本契約の条
項に定める方法にて秘密情報を使用し、開示し、守秘することを求める、又は許可する、受領当事者との書面契約

を締結した者（又は、受領当事者への守秘義務に縛られている契約者）のみに対して、開示当事者の秘密情報を開

示又は周知するものとする。受領当事者は、その従業員又は受託者による本契約違反につき、開示当事者に対して

責任を負う。 
10.3 データ収集。カスタマーの Agoraサービスの使用に関連する Agora、V-cube及び V-cubeパートナーの個人情報の

収集については、V-cubeの個人情報保護方針に基づくものとし、カスタマーにて https://jp.vcube.com/privacyに
て入手可能なものとする。 
 

11 免責事項。 
11.1 原状有姿での提供。いかなる保証もなしに、Agoraはカスタマーに対して SDK及び Agoraサービスへのアクセス

を“原状有姿”で提供し、カスタマーはSDKを自己責任の下で使用する。法律で認められる最大限の範囲で、Agora、
V-cube、V-cube パートナー及びそのライセンサーは、明示的であるか暗示的であるかに関わらず、正確性、操作
性、使用、非侵害、権利、継続性、通信の完全性及び確実性を含む信頼性、可用性、利用可能性、セキュリティ保

護性、無エラー性、無ウイルス性、不具合修正の確約、品質満足度、商品適格性、特定の目的のための適合性に関

するすべての保証を否認する。 
11.2 快適に利用できない事由。Agoraサービスは、以下の事由により快適に利用できないことがある。その場合、Agora、

V-cube及び V-cubeパートナーは、Agoraサービスが快適に利用できないことによりカスタマー及びエンドユーザ
ーに発生したいかなる損害についても、一切の責任を負わないものとする。 

i. 情報端末の他、エンドユーザーが利用するハードウェアの品違い、品質不良、スペック不足、ハードウ

ェア同士の互換性を含むがこれに限定されない不具合  
ii. 情報端末 OSの他、エンドユーザーが利用するソフトウェアの品違い、品質不良、スペック不足、時刻

設定や言語設定等の設定不良、ソフトウェア同士の互換性を含むがこれに限定されない不具合  
iii. エンドユーザーが利用するインターネット回線の切断、帯域不足を含むがこれに限定されない不具合  
iv. Agoraサービスの定期的、又は不定期なメンテナンス又は突発的な障害復旧作業  
v. Agoraサービスと連携するシステム又は Agoraサービスと相互運用するように設計された第三者のベ

ンダが提供するサービスの障害  
vi. Agoraサービスのデータセンタを含むがこれに限定されない設備の障害  

vii. Agora、V-cube又は V-cubeパートナーが予測し得ない理由によるサーバ、システム、データセンタ及
び回線帯域の適応能力を超えた混雑  

viii. 公共の利益のために緊急を要する通信を優先的に扱うよう公権力から要請された場合に、Agora、V-
cube又は V-cubeが採る措置 

11.3 不可抗力。Agora、V-cube及び V-cubeパートナーは、戦争、紛争、革命、暴動、騒動、テロ行為、非常事態、伝
染病、火事、水害、地震、天災、爆発、禁輸処置ほか政府機関の行為、ストライキその他の労働争議（Agora、V-
cube 又は V-cube パートナーの従業員によるものを除きます）、インターネットの利用不能や不安定、サービス拒
否（DoS）攻撃、又はその他の不可抗力を含むがこれに限定されない Agora、V-cube又は V-cubeパートナーの合
理的管理を超える状況を原因とした不可抗力による不履行又は履行遅滞について、一切の責任を負わないものとす

る。 
 
 
 
 
 
 
 
 



12 履行責務上の制限。Agoraサービスの提供の遅滞又は不能によりカスタマーに損害が発生した場合であっても、Agora、
V-cube及び V-cubeパートナーは、一切の損害賠償責任を負いません。但し、カスタマーの損害が Agora、V-cube又は
V-cubeパートナーの故意又は重過失に基づくと判断された場合は、Agora、V-cube又は V-cubeパートナーは、当該損
害の賠償責任を負うものとします。この場合、Agora、V-cube又は V-cubeパートナーが賠償責任を負う損害の範囲は、
カスタマーが損害賠償を請求する 1か月前からカスタマーが V-cube又は V-cubeパートナーに支払った本サービスの料
金の総額を上限とし、かつ Agora、V-cube 又は V-cube パートナーが賠償する損害の範囲は、Agora、V-cube 又は V-
cubeパートナーの行為に基づき直接発生した損害に限られ、逸失利益、間接損害、特別損害、偶発的損害、派生的損害
又は懲罰的損害等については、原因の如何を問わず、契約、不法行為又はいかなる責任の理論に基づく場合においても、

又 Agora、V-cube 又は V-cube パートナーが当該損害の可能性を告げられていた場合であっても、一切の責任を負いま
せん。 
 

13 補償。カスタマーの本契約違反から生じる、又は、関連するすべての第三者からの請求、要求、損害、債務、費用及び
経費について（合理的な弁護士費用と裁判費用を含む）、カスタマーは、Agora、V-cube及び V-cubeパートナー及びそ
の役員、取締役、従業員、代理人を保護し、損害を与えないものとする。カスタマーは、非合理的な理由で取り下げら

れない、且つ Agora、V-cube又は V-cubeパートナーの事前の書面同意なしに、Agora、V-cube又は V-cubeパートナー
に対して不利な影響が生じる方法で、Agora、V-cube 又は V-cube パートナーに対するいかなる請求に対しても和解し
ない。Agora、V-cube及び V-cubeパートナーは、自己の選択及び自己の費用による弁護士を通じて、当該請求に対する
弁護に参加することができる。カスタマーの事前の書面同意なしに、カスタマーが Agora、V-cube 又は V-cube パート
ナーを補償すべき請求につき、Agora、V-cube及び V-cubeパートナーは、これを和解しない。尚、上記同意は、非合理
に取り下げられないものとする。 
 

14 損害賠償。カスタマーが Agoraサービスの利用に際し Agora又は V-cube又は V-cubeパートナーに損害を与えた場合、
Agora及び V-cube及び V-cubeパートナーは、その損害の賠償をカスタマーに請求することができるものとする。 
 

15 禁止行為。カスタマーは、Agoraサービスの利用にあたり、次の行為をしてはならない。 
i. (a) 他者の著作権、特許、商標、企業秘密、又はその他の所有権、パブリシティー権、若しくはプライ

バシー権を侵害し又は侵害するおそれがあるコンテンツ、(b) 法令又は規制 (輸出規制、公平取引、差
別、又は虚偽広告に関する法を含むがこれに限定されない)に違反するコンテンツ、(c) 不適切、低俗、
中傷的、わいせつ、下品、脅迫的、擾乱的、又はその他違法なコンテンツ、(d) 未成年者に有害又は成
人向けのコンテンツ、(e) ウイルス、トロイの木馬、ワーム、時限爆弾、キャンセルボット、汚染され
たファイル、又は他者のシステム、データ、個人情報、又は所有物を破壊、妨害、不正に搾取し収用す

るその他のソフトウェア、データ、又はプログラムが含まれるコンテンツ、又は(f) 実質的に虚偽、誤
解を招く、又は不正確なコンテンツを、発行、掲載、アップロード、記録、又はその他の方法で配布、

送信、利用可能な状態におく行為。  
ii. 必要とされない又は許可されない広告、プロモーション資料、ジャンクメール、スパム、チェーンメー

ル、マルチ商法、アフィリエートリンクなどの勧誘行為のアップロード、掲示、電子メール送信、転送、

あるいはその他の方法で提供する行為。  
iii. 権利保護されているコンテンツへのアクセスを制限するために採用される技術的措置を迂回するため

に考案された装置、プログラム、又はサービスとともに Agoraサービスを利用する行為。  
iv. 法令で認可される範囲内であるか否かを問わず、又は直接的であるか間接的であるか、有償であるか

無償であるかを問わず、Agoraサービスの再配布、担保設定、販売、再販、賃貸、リース、時間貸し、
ローン、二次ライセンスの生成、割り当てその他の行為により、Agoraサービスに関する権限を第三者
に譲渡し、又は再設定する行為。  

v. App IDを他者に開示又は漏洩する行為。  
vi. Agora、V-cube、V-cubeパートナー又は Agoraサービスの信用を毀損する行為。  

vii. Agora サービスのシステム、Agora サービスと相互運用するように設計された第三者のベンダが提供
するサービス又は他のカスタマーのコンテンツに対し、許可されないアクセスを試みる行為。  

viii. Agoraサービス上にある他のカスタマーのコンテンツを改竄し、又は完全性を損なう行為。  
ix. Agoraサービスに関する商標、ロゴ、著作権などの権利に関する掲示、凡例、記号、ラベルその他の表

示を削除、変更、又は追加する行為。  
x. Agoraサービスのカスタマイズ、翻訳、ローカライズその他の Agoraサービスを変更し、又はその派

生的な製作物を製作する行為。  
xi. Agoraサービスの全部又は一部、又は他のカスタマーのコンテンツを複製、フレーム、又はミラーする

行為。  
xii. 他のカスタマーによる Agoraサービスの利用を妨害する可能性がある方法、Agoraサービス若しくは

Agora サービスと相互運用するように設計された第三者のベンダが提供するサービスに損害を与え、
これを使用不能にし、これに過度な負荷を与え、若しくはこれを害する方法で、Agoraサービスにアク
セスする行為。  

xiii. Agoraサービスの品質、性能若しくは機能の測定、その他のベンチマーク、競合する製品若しくはサー
ビスを開発する目的、又は Agora サービスの特徴、機能若しくはグラフィックスを模倣又は複製する
目的で、Agoraサービスにアクセスする行為。  

xiv. その他、Agora 又は V-cube 又は V-cube パートナーが本サービスの安定した継続提供に必要と考える
事項に照らして、Agora又は V-cube又は V-cubeパートナーが不適切と判断する行為。 



16 反社会的勢力の排除。V-cube 及び V-cube パートナーとカスタマーは、自己又は自己を実質的に所有若しくは支配する
者が、過去及び本契約の成立日以降のいつの時点においても、暴力団、暴力団構成員若しくはその関係者、不法収益、

犯罪収益等に関連する犯罪行為者、又は総会屋その他反社会的勢力（以下総称して「反社会的勢力」と呼ぶ）ではなく、

かつ相手方との信頼関係を破壊するに足る反社会的勢力との繋がりを有しないことを表明し保証するものとする。カス

タマーが当該表明・保証に違反した場合、V-cube 及び V-cube パートナーは、Agora サービスの全て又は一部を予告な
く中断又は中止し、又は何ら催告をすることなく直ちに本契約を解除することができるものとする。V-cube及び V-cube
パートナーとカスタマーは、反社会的勢力との取引関係を有してはならないものとし、万一、反社会的勢力との取引関

係を有することが判明した場合には、これを相当期間内に解消できるよう必要な措置を講じるものとする。 
 

17 一般条項。 
17.1 譲渡。合併、買収、支配権の変更、又は全て、若しくは実質的に全ての当事者の資産の売却という状況においては

譲渡の同意を必要としないが、他の当事者の事前の書面同意なしに、いずれの当事者も本契約上の地位を譲渡して

はならない。前文にそぐわない譲渡若しくは移転の試みはいずれも無効である。本契約は、当事者及び当事者の法

定代理人、後継者、並びに認められた譲渡の利益を生じさせ、当事者を拘束する。 
17.2 完全合意；修正。本契約は関連する以前の協議及び書面のすべてに優先し、SDK に関して当事者ら間の完全なる

合意を構成する。本契約当事者は、両当事者らによって締結される書面のみにより、本契約を修正することができ

る。本契約で特定されない限り、Agora、V-cube又は V-cubeパートナーの従業員、代理人、又は代表者も声明、
表明、保証、又は他の表現につき、Agora、V-cube及び V-cubeパートナーを拘束するいかなる権限も有さない。 

17.3 輸出。カスタマーは（直接か間接かに関わらず）SDKを(a) 米国輸出規制の対象となる国（例えば、キューバ、イ
ラン、北朝鮮、スーダン、及びシリアを例示するが、これに限られない）(b) 禁止されるエンド使用のために SDK
を活用する第三者（例えば、核、化学、又は生物兵器の設計、開発、又は生産を例示するが、これに限られない）

(c) 米国政府連邦関係機関によって米国輸出取引への参加を禁止されている第三者（例えば、米国財務省のリスト
の特定指定国民、又は、米国商務省の拒否個人リストや企業リストに載っている者）に対して輸出、又は、再輸出

しない。 
17.4 準拠法。本契約は日本国の法令に準拠し、且つ同法令に基づいて解釈される。 
17.5 回復不能の損害。カスタマーによる本契約への実際の違反又は違反のおそれは、V-cube及び V-cubeパートナーに

対して即時かつ回復不能の損害を生じさせ、その金銭的価値を決定することが困難、又は不可能である場合があり、

金銭的損害への補償が十分な補償とはなり得ない可能性があることに同意する。従って、他の救済策に加え、V-cube
及び V-cube パートナーは差し止めによる救済や管轄裁判所からの特定の行動を入手する権限を有し、カスタマー
は明示的に以下を放棄するものとする。(a) 金銭的損害が V-cube又は V-cubeパートナーに対する十分な補償であ
ることへの弁護、(b) カスタマー及び/又は他者の損害が V-cube 又は V-cube パートナーに対する損害よりも重い
ということへの弁護、(c) V-cube 又は V-cube パートナーが担保や他の抵当を設定すべきだという要求。当事者ら
は本契約から生じる、又は、関連するすべての紛争を、東京地方裁判所を第一審の専属的合意管轄裁判所として、

解決を図るものとする。 
17.6 米国政府系エンドユーザー。SDK 及び関連ドキュメントは 48 C.F.R. §2.101 で定義されているように、“市販品

目”であり、（適用されるのであれば）48 C.F.R. §12.212又は 48 C.F.R. §227.7202で使用される用語である“市
販コンピューターソフトウェア”及び“市販コンピューターソフトウェアドキュメント”を構成する。（適用され

るのであれば）48 C.F.R. §12.212又は 48 C.F.R. §227.7202-1から 227.7202-4と一致するように、市販コンピュ
ーターソフトウェアと市販コンピューターソフトウェアドキュメントは(a) 市販品として、(b) 本契約に基づきす
べての他のエンドユーザーに認められる権利として、米国政府系エンドユーザーにライセンスされる。 

17.7 通知。通知を有効なものとするため、本契約に基づき認められる、又は要求されるすべての通知は、各々の契約当
事者の所在地宛で、且つある当事者から他の当事者へ配達証明付き郵便を通じて書面で送付されなければならない。

適切な当事者が受領したときに通知は送達したものとみなされる。 
17.8 関係。本契約は第三者受益権を与えず、当事者間の合弁事業、代理、パートナーシップ、又は、その他合弁事業の

形態をも生みださない。本契約上で明示的に提供される場合を除き、明示的か暗示的かに関わらず、いずれの当事

者も他の当事者の代わりに義務や責務を創造する権利、権力、権限を有さない。本契約は、第三者受益権を意図し

ていない。 
17.9 可分性、権利放棄、解釈。本契約の条項が行使不能、又は、無効であると判明した場合、上記行使不能、又は無効

は、全体としての本契約を行使不能、又は無効とせず、そのような場合、上記条項は適用可能な法律の範囲内で、

そのような行使不能、又は無効な条項の目的を最大限達成するように変更され、解釈される。本契約の違反の放棄

は、他の違反の放棄を構成しない。本契約の条件を理解し、又は、解釈するに当たり、(a) 本契約の頭書きは便宜
のためだけであり、法的な対象として考慮されない、(b) 本契約の草案を作成するという弁護士の役割の結果とし
て、いずれかの当事者に資するものではない。 

17.10 権利の行使。V-cube及び V-cubeパートナーが本契約に基づく権利を行使しない場合であっても、本契約の権利を
V-cube及び V-cubeパートナーが放棄したとはみなされないものとする。 

 
 




